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五木村公式
インスタグラム
五木村の見どころ、イベント、
景色などを紹介します。

五木村公式
エックス
五木村の様々なイベント情
報を発信します。

五木村公式
フェイスブック
五木村の最新情報を発信し
ます。

五木村公式
ライン
五木村の防災や行政、観光、
移住に関するさまざまな情
報を発信します。

今月の表紙今月の表紙

五木村役場連絡先一覧五木村役場連絡先一覧

五木村公式SNS五木村公式SNS

所 在 地：〒868-0201
　　　　　　　熊本県球磨郡五木村甲2672−7
代表電話番号：37−2211（IP：2211）
代表FAX番号：37−2215

１階
総 務 課 37-2211（IP：2211）
ダム対策課 37-2212（IP：2212）
保健福祉課 37-2214（IP：2214）
住民税務課 37-2213（IP：2213）
会 計 室 37-2281（IP：2281）
建 設 課 37-2017（IP：2017）
産業振興課 37-2247（IP：2247）
２階
教育委員会 37-2266（IP：2266）
議会事務局 37-2352（IP：2352）
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五木中学校 ･ 五木東小学校 　入学式 ･ 卒業式
令和７年度施政方針
五木村東地区まちづくりグランドデザイン協議会
宮園周辺地域振興協議会
流水型ダムを前提とした村の復興、ダム関連事業の進
捗についての村民説明会開催

「事業承継等に係る広域連携支援に関する協定」締結
池田先生交歓会 ･ 贈呈式
いつき保育園卒園式
いつき保育園入園式
献血へのご協力ありがとうございました
栄養改善功労者表彰受賞
令和６年度社会教育功労者表彰
くまもと林業大学校閉校式
大通峠前敷地での花植え活動
令和６年度第３回モデル林モニターツアー
全国民生委員児童委員連合会会長表彰賞を受賞
春季防火パレード

「ズレンガブロック」寄贈
令和６年度「五木村の振興を確認する場」開催

人事異動
令和７年度　五木村役場　組織体制
保健だより
国保資格異動手続きについて
後期高齢者医療被保険者の方へお知らせ
五木村診療所医師異動のあいさつ
高齢者補聴器購入費用助成事業について
生ごみ処理機などへの補助実施
国民健康保険医療費の状況
独身証明書の広域交付について
繁殖期の野鳥保護及び指導取締強化月間について
特殊詐欺等被害防止対策機器購入費補助事業について
戸籍へのフリガナ記載について
道路規制状況
八代年金事務所・年金出張相談（５月･６月）
国民年金関係手続きについて
五木村議会選挙のお知らせ
令和７年度五木村消防団組織体制

外部機関からのお知らせ

村からのお知らせ

お知らせ

村のできごと

　今月は五木東小
学校入学式での１
枚です。
　写真のように笑
顔で元気いっぱい
に小学校生活を楽
しんでください。

五木中学校卒業生８名 
 【 第 78 回卒業証書授与式 】 

令和７年３月９日

〜それぞれの未来へ〜
これからも

「進取果敢」な８人を
応援しています

　桜吹雪の舞う中、４月８日に五木中学校、４月９日に五木東小学校において入学式が挙行され、
中学校に２名、小学校に５名が新たに仲間入りしました。新入学児童生徒は１人１人名前を呼ば
れると大きな声で返事をし、来賓の方々も感心されている様子でした。
　本村では令和８年度に義務教育学校の開校を予定しているため、小中学校それぞれの入学式は
今回で最後となります。

はにかんだ笑顔の新入学児童５名 新しい制服に身を包まれた新入学生２名と保護者・先生方

卒業おめでとう

五木中学校･五木東小学校 入学式

五木東小学校卒業生２名
  【 令和６年度卒業証書授与式】

令和７年３月 21 日 
〜晴れやかな表情の２人〜

中学校生活でも元気な２人の姿を
楽しみにしています
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令
和
７
年
の
春
を
迎
え
、３
月
と
４
月
に
は
保

育
園
の
卒
園
式
、入
園
式
が
開
催
さ
れ
、小
学
校
、

中
学
校
、人
吉
高
校
五
木
分
校
で
も
多
く
の
ご
来

賓
を
迎
え
卒
業
式
、入
学
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、４
月
15
日
に
は
、熊
本
県
林
業
大
学
校
県

南
校
の
開
校
式
が
県
内
各
地
よ
り
応
募
さ
れ
た

５
名
の
生
徒
を
迎
え
、本
村
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

林
業
大
学
校
に
つ
い
て
は
、熊
本
県
に
お
い
て
令
和

６
年
度
に
機
能
拡
充
に
向
け
た
あ
り
方
検
討
会

が
開
催
さ
れ
、令
和
７
年
度
中
に
基
本
構
想
の
策

定
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
今
後
、協
議
や
調
整

を
行
い
、新
た
な
林
業
大
学
校
と
し
て
開
校
さ
れ

ま
す
と
、本
村
の
林
業
振
興
は
も
と
よ
り
、移
住
定

住
、交
流
人
口
の
拡
大
な
ど
、地
域
振
興
が
図
れ
る

こ
と
に
大
き
く
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
の
政
策
推
進
に
向
け
た
執
行
体

制
に
つ
い
て
は
、昨
年
同
様
に
災
害
、振
興
業
務
に

携
わ
っ
て
い
た
だ
く
国
１
名
、熊
本
県
職
員
７
名
の

支
援
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
、国
、県
職

員
６
名
が
新
規
に
赴
任
い
た
だ
き
、村
職
員
と
し

て
新
規
採
用
職
員
３
名
を
迎
え
ま
し
た
。　
　
　

　
今
年
度
も
村
民
の
福
祉
向
上
、地
域
振
興
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
五
木
村
が
目
指
す
将
来
像
や
各
施
策
の
方
向

性
等
に
つ
い
て
は
、各
種
計
画
に
定
め
ら
れ
て
お

り
、予
算
を
基
に
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　
10
年
後
の
目
指
す
将
来
像
を
定
め
、総
合
的
か

つ
計
画
的
な
村
づ
く
り
の
基
本
目
標
を
示
す
、村

の
最
上
位
計
画
で
あ
る「
五
木
村
基
本
構
想
」は
、

令
和
１
年
度
か
ら
令
和
10
年
度
ま
で
を
計
画
期

間
と
し
て
お
り
、「
五
木
村
振
興
計
画
」は
基
本
構

想
で
定
め
た
村
の
将
来
の
姿
を
実
現
す
る
た
め

に
、５
年
間
で
実
施
す
る
各
施
策
分
野
に
つ
い
て
の

基
本
方
針
を
示
す
も
の
で
す
。

　
前
期
５
か
年
が
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、昨
年
、令

和
６
年
度
～
令
和
10
年
度
を
計
画
期
間
と
す
る

「
後
期
基
本
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。　
　
　

　
策
定
に
当
た
っ
て
は
、前
期
基
本
計
画
の
検
証

や
村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、業
種
別
意
見
交
換
会
等
を

踏
ま
え
、新
た
な
目
標
人
口
を
設
定
す
る
と
と
も

に
、各
分
野
の
目
標
と
す
る
指
標
の
見
直
し
や
施

策
の
方
針
設
定
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
法
」に
基
づ
き

策
定
し
た
第
２
期「
五
木
村
ま
ち・ひ
と・し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
２
０
２
０
」（
令
和
２
年
～
令
和

６
年
）令
和
６
年
度
が
最
終
年
度
で
あ
り
ま
し
た

が
、熊
本
県
の
県
政
運
営
の
最
上
位
の
方
針
で
あ
る

「
く
ま
も
と
新
時
代
共
創
基
本
方
針
」が
昨
年
の

12
月
に
策
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、第
２
期
を
７

年
度
ま
で
延
長
し
、本
年
度
中
に
県
計
画
の
新
時

代
共
創
基
本
方
針
に
伴
う
総
合
戦
略
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
第
３
期
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
全
国
的
に
、人
口
減
少・少
子
高
齢
化
は
急
速
に

進
展
し
て
お
り
、人
口
減
少
社
会
に
突
入
し
て
お

り
ま
す
。

　
人
口
減
少
化
に
あ
る
本
村
に
お
け
る
影
響
は
、

地
場
産
業
の
担
い
手
不
足
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ティ
の

縮
小
な
ど
村
内
全
域
に
波
及
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
誰
も
が
安
全
安
心
に
住
み
続
け
ら
れ
、若
者
が

集
ま
る
村
づ
く
り
を
目
指
し
、子
育
て
世
帯
への
支

援
や
高
齢
者
福
祉
の
充
実
、雇
用
創
出
や
住
ま
い

の
確
保
、地
場
産
業
への
支
援
等
、様
々
な
分
野
で

多
面
的
に
、ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、本
村
の
村
づ
く
り
を
進
め
る
上
に
お
い
て

は
、国
が
川
辺
川
に
建
設
を
計
画
し
て
い
る
流
水

型
ダ
ム
に
関
わ
る
環
境
影
響
、平
場
造
成
、水
没
予

定
地
の
利
活
用
、右
岸
の
付
け
替
え
村
道
等
の
課

題
も
十
分
踏
ま
え
な
が
ら
、国
、県
、村
の
三
者
が

緊
密
に
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
も
重
要
で
す
。

　
昨
年
４
月
、私
は
村
民
集
会
に
お
い
て
、「
流
水

型
ダ
ム
を
前
提
と
し
た
村
づ
く
り
」に
向
け
て
新

た
な
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
こ
と
を
表
明
し
、

７
月
に
は
、こ
の
新
た
な
村
づ
く
り
の
方
向
性
を
、

「
“
ひ
か
り
輝
く
”
新
た
な
五
木
村
振
興
計
画
」

に
位
置
付
け
る
た
め
、基
本
計
画
の一部
改
訂
を
行

い
ま
し
た
。

　
現
在
、こ
の
新
た
な
振
興
計
画
に
基
づ
き
、平
場

の
造
成
や
水
没
予
定
地
の
利
活
用
等
の
検
討
も

含
め
て
、国
、県
、村
三
者
が
共
通
の
認
識
の
も
と
、一

体
と
な
っ
て
五
木
村
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
更
に
、こ
れ
ら
の
施
策
の
実
現
に
当
た
っ
て
は
、

村
民
や
村
内
事
業
者
な
ど
多
く
の
意
見
、提
案
を

基
に
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
令
和
６
年
度
は
、東
地
区
ま
ち
づ
く
り
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
協
議
会
や
宮
園
周
辺
地
域
振
興
協
議

会
な
ど
、村
の
振
興
を
考
え
る
場
に
地
域
の
方
々

が
参
画
す
る
場
面
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
村
民
の
皆
様
と
し
っ
か
り
と
対
話
し
な
が
ら
、

協
働
で
地
域
振
興
を
実
現
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
は
、新
た
な
五
木
村
振
興
計
画
の

第
１
期
５
年
間
の
中
間
と
な
る
３
年
目
に
あ
た

り
、こ
れ
ま
で
の
検
討
結
果
等
を
具
体
的
な
施
策

と
し
て
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
以
上
を
踏
ま
え
、令
和
７
年
度
の
当
初
予
算
編

成
に
お
い
て
は
、新
た
な
振
興
計
画
の
着
実
な
実

現
に
向
け
て
、特
に
４
項
目
を
重
点
的
に
検
討
し

て
お
り
ま
す
。

①
雇
用
の
場
の
確
保
と
移
住・定
住
に
資
す
る

　
施
策

　
雇
用
の
場
と
し
て
重
要
で
あ
る
地
元
事
業
所
に

対
し
て
、商
工
振
興
補
助
金
や
次
世
代
を
担
う
事

業
所
支
援
補
助
金
等
を
活
用
し
、地
域
産
業
の
振

興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、県
内
で
も
４
団
体
し
か
認
定
さ
れ
て
い
な

い
複
業
協
同
組
合
は
、地
域
産
業
の
担
い
手
の
確

保
と
移
住
者
の
雇
用
の
場
の
確
保
の
両
面
を
併
せ

持
っ
て
お
り
、今
後
も
運
営
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ

う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
村
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、地
域
お
こ
し
協
力

隊
制
度
を
積
極
的
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、協
力

隊
員
が
任
期
満
了
後
も
定
住
し
地
域
の
担
い
手
に

な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
起
業
支
援
も
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
移
住
定
住
の
促
進
に
つ
い
て
は
、移
住
希
望
者

の
相
談
対
応
や
情
報
発
信
、結
婚
を
機
に
居
住
す

る
世
帯
を
対
象
と
し
た
補
助
金
等
を
引
き
続
き

行
う
ほ
か
、新
た
に
お
試
し
移
住
体
験
事
業
を
行

い
、移
住
者
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、住
ま
い
の
確
保
と
し
て
、空
き
家
等
対
策

計
画
に
基
づ
く
空
き
家
の
利
活
用
や
村
営一般
住

宅
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

②
子
ど
も・子
育
て
、高
齢
者
の
総
合
的
サ
ポ
ー
ト

　
と
村
民
の
健
康
づ
く
り
に
資
す
る
施
策

　
子
育
て
世
帯
への
支
援
と
し
て
、令
和
６
年
度
か

ら
拡
充
し
た
子
育
て
応
援
支
援
事
業
等
に
よ
り
、

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
切
れ
目
の
な
い
サ
ポ

ー
ト
を
行
い
、子
育
て
し
や
す
い
環
境
の
充
実
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、少
子
化・結
婚
対
策
の一つ
と
し
て
、コ
ロ

ナ
禍
以
降
実
施
し
て
い
な
か
っ
た
村
独
自
の
婚
活

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、結
婚
の
希
望
を
叶
え
る
こ
と

が
で
き
る
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
教
育
の
面
で
は
、小
学
校
か
ら
中
学
校
ま
で
の

義
務
教
育
を一貫
し
て
行
う
小
中一貫
教
育
を
推

進
し
、令
和
８
年
度
の
義
務
教
育
学
校
移
行
に
向

け
た
具
体
的
な
検
討
及
び
準
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
本
村
の
高
齢
化
率
は
約
50
％
で
あ
り
、高
齢
者

支
援
の
充
実
は
住
民
福
祉
の
向
上
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
り
ま
す
。　

道
の
駅
物
産
館
の
改
修
も
終
わ
り
、４
月
19
日
に

リ
ニ
ュ
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
村
民
向
け
の
コ
ー
ナ
ー

も
増
設
さ
れ
、日
用
品
や
飲
食
品
の
販
売
な
ど
消

費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、今
年
度
か

ら
移
動
販
売
車
等
に
よ
る
買
い
物
支
援
実
証
事

業
を
各
地
区
に
展
開
し
ま
す
。　
　

　
ま
た
、高
齢
者
世
帯
の
日
常
で
の
ち
ょ
っ
と
し
た

困
り
ご
と
に
対
し
て
、必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
支
援
す
る
と
と
も
に
、「
高
齢
者
笑
顔
生

活
支
援
金
」を
本
年
度
よ
り
新
た
に
給
付
し
、老
後

の
生
活
を
笑
顔
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
サ
ポ

ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

③
地
場
産
業
と
将
来
を
担
う
人
材
育
成
に
資
す
る

　
施
策

　
本
村
の
主
要
産
業
で
あ
る
林
業
分
野
に
お
い

て
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
り
、地
域
に
密
着
し

た
活
動
を
行
う
フ
ィ
ー
ル
ド
の
確
保
や
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
等
の
支
援
に
取
り
組
む
こ
と
で
、自
伐
型
林

家
を
育
成
し
林
業
担
い
手
の
確
保
に
つ
な
げ
る
取

り
組
み
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、林
業
担
い
手
対
策
と
し
て
、本
年
は
２
名

の
外
国
人
実
習
生
の
受
け
入
れ
に
関
す
る
実
証

事
業
を
行
う
事
業
所
へ
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
の
分
野
で
は
、村
内
の
若
手
事
業
者

の
グ
ル
ー
プ
が
村
の
振
興
や
地
域
の
発
展
に
関
す

る
意
見
交
換
会
を
頻
繁
に
行
っ
て
お
り
、今
後
も

様
々
な
企
画
な
ど
に
対
し
て
必
要
な
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、人
的
資
源
が
限
ら
れ
て
い
る
本
村
に
と
っ

て
、振
興
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、行
政
だ
け
で

は
な
く
、民
間
の
力
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
民
間
の

自
主
的
か
つ
自
由
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
地
域
課

題
の
解
決
等
に
取
り
組
む
活
動
へ
の
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

④
流
水
型
ダ
ム
に
関
わ
る
振
興
、再
建
に
資
す
る

　
施
策

　
流
水
型
ダ
ム
を
前
提
と
し
た
新
た
な
村
づ
く
り

の
方
向
性
に
基
づ
き
、平
場
の
造
成
や
水
没
予
定
地

の
利
活
用
、付
替
村
道
等
に
つ
い
て
、国
や
県
と
も
具

体
的
な
協
議
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
３
月
３
日
に
東
地
区
ま
ち
づ
く
り
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
協
議
会
か
ら
い
た
だ
い
た
提
案
書
を
参
考

に
し
な
が
ら
、東
地
区
の
活
性
化
、ま
ち
づ
く
り
に

必
要
な
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、提
案
内
容
に
つ
い
て
、協
議
が
整
っ
た
も
の
か

ら
順
次
取
り
組
み
を
始
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、安
全
安
心
を
確
保
す
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、国
、県
が
互
い
に
連
携
し
、洪
水
、土
砂
、流

木
に
対
し
、河
川
、砂
防
、治
山
が一体
と
な
っ
た
多

重
的
な
取
組
み
を
計
画
に
位
置
付
け
、整
備
を
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
村
と
し
て
は
、各
事
業
が
地
域

振
興
に
も
寄
与
し
、効
果
が
最
大
化
す
る
よ
う
、地

域
の
声
を
届
け
て
い
く
と
と
も
に
、事
業
実
施
に
必

要
な
住
民
の
合
意
形
成
な
ど
、必
要
な
協
力
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
他
、各
課
で
所
管
す
る
多
様
な
計
画
を
総

合
的
に
取
り
ま
と
め
、村
の
最
重
要
課
題
で
あ
る

人
口
減
少
、少
子
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
施
策
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。　
　
　

　
令
和
７
年
度
も
村
づ
く
り
の
ス
ロ
ー
ガ
ン「
子

ど
も
に
夢
を
！
若
者
に
力
を
！
高
齢
者
に
笑
顔

を
！
」を
目
指
し
、小
さ
い
村
だ
か
ら
で
き
る
政
策

と
持
続
可
能
な
村
と
な
る
よ
う
、安
全・安
心
な
村

づ
く
り
を
進
め
、産
業
経
済
、住
民
福
祉
の
維
持
向

上
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

令
和
７
年
４
月　
　
　
　
　
　
　

五
木
村
長　
　
　

木
下　
丈
二

令
和
7
年
度（
２
０
２
5
年
度
）

施 
政 

方 

針

5 Itsuki Village Public Relations   2025.5 4広報いつき５月号2025.5



むらのできごとむらのできごと

    

提案書を村長へ提出
五木村東地区まちづくりグランドデザイン協議会

流水型ダムを前提とした村の振興、
ダム関連事業の進捗等についての「村民説明会」開催

　五木村東地区まちづくりグランドデザイン
協議会では、「“ひかり輝く”新たな五木村振興
計画」に基づき、五木村の中心部である東地区
の活性化に必要なグランドデザインの策定に
向けた調査・検討を行い、将来のまちづくりの
方向性をとりまとめることを目的として、これ
まで1年半にわたって議論を重ねてきました。
　３月３日、その内容をとりまとめた提案書を
木下村長に提出する手交式を開催しました。
　本提案は、東地区の活性化にとどまらず、村
全体の持続的な発展に資する内容を多く含
んでおり、村全体の課題解決に寄与し、波及効
果を生むことを念頭に置いて策定した提案と
なっており、今後は、村において、本提案の内容
を基に、令和７年度中にグランドデザインを策
定していくこととなります。

　本村では、国、県に対して、以前から地域振興及び
ダム関連事業の進捗状況等について、村民の皆様に
丁寧にわかりやすく説明するよう求めてきました。
　このようなことから、去る２月１６日、五木村役場
において、流水型ダムを前提とした村の振興、ダム
関連事業の進捗等についての村民説明会を開催し
ました。
　また、村の振興については、国・県と一体となって
進めていることから、国・県・村それぞれから振興の
取り組み及びダム関連事業の進捗等について村民
の皆様に説明しました。
　今後も村民の皆様の声をしっかりお聴きし、引き
続き丁寧に説明しながら、目に見えるかたちで取組
みを推進していきます。

左から木下村長、柴田会長、和田副会長

提案書手交

宮園周辺地域の地域振興策をとりまとめました！
宮園周辺地域振興協議会

人吉球磨における「事業承継等に係る広域連携支援に関する
協定」を締結しました！

報告会の状況

協議会会員の皆様

　宮園周辺地域振興協議会では、宮園周辺地域
の振興を図ることを目的として、地域の拠点や
川辺川を活かした賑わいづくりなどについて、
実証実験にも取り組みながら、これまで約２年
間協議を重ねてきました。
　その内容をとりまとめた「五木村宮園周辺地
域ふるさとづくり計画（五木村宮園周辺地域振
興策）」を作成したことから、３月15日に、宮園
交流館において、木下村長出席のもと、地域の
皆様を招き、報告会を開催しました。
　今後は、本計画に基づき、当地域の目指す姿
である、『豊かな地域資源を活かし、安心で賑わ
いのある持続可能な「心のふるさと」宮園地域
づくり』の実現に向けて、地域一丸となって取
り組んでまいります。

　3月3日、熊本県球磨地域振興局と人吉球磨地域の自治体や商工団体の他、農林畜産業団体、事業
承継等に関する支援機関、民間企業、報道機関等の２２団体で、連携協定を締結しました。
　若者が“残り、集う”持続可能な地域の実現に向けて、本協定に基づき、広域的な支援連携体制の構
築や、事業承継の機運醸成など、各団体が協力し、地域一丸となって、取り組みを進めてまいります。

連携内容
(１)  事業承継及び創業に関する意識啓発や支援制

度等の周知、情報共有に関する事項
(２)  個人事業主を含む中小企業、団体等からの事

業承継に伴う相談に関する事項
(３)  人材〈次世代経営者を含む〉の育成に関する事項
(４)  その他、目的を達成するために必要な事項

　本協定は、人吉球磨の10市町村や、商工団体、当地域の主要産業である農林畜産業団体から金融機
関まで、地域・分野共に広範囲の団体が一堂に会していることが最大の特徴です。全国的に見ても参
加団体数は最大規模になります。それぞれの強みと経験を活かし、相互に連携・協力することで、事
業承継に関する課題解決を目指します。

【お問い合わせ】  熊本県県南広域本部球磨地域振興局 総務振興課
　　　　　　　　☎：0966-24-4113　E-mail : kusousoumu25@pref.kumamoto.lg.jp

会場風景

締結式の様子
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むらのできごとむらのできごと

いつき保育園入園式いつき保育園卒園式

献血へのご協力
ありがとうございました

　３月25日、移動献血バスでの献血が実施さ
れ、村内外より14名の方にご協力いただきま
した。
　また、九折瀬地区の髙田孝浩さんは、今回で
100回目の献血をしていただきました。長年
にわたりご協力いただき大変ありがとうござい
ます。髙田さんには、日本赤十字社より「金色
有功章」が贈られました。
　病気やけがで血液を必要としている患者さ
んの命が、皆さんの善意で救われます。今年度
も９月と３月に五木村で献血を予定しておりま
すので、是非、ご協力をお願いします。
　なお、献血の際には、
Web会員サービス「ラ
ブラッド」のスマホアプ
リで、優先案内や様々な
特典もありますので、是
非ご利用ください。

    
　４月１日、いつき保育園のホールにて、入
園式が行われました。１名の新しい入園児
が保護者と一緒に緊張した様子で式に参加
しました。進級した在園児の子どもたちも
参加し、名前を呼ばれて「ハイ」と元気に返
事をしていました。新入園児を加え元気に
新年度をスタートしました。

　３月22日、いつき保育園卒園式が同園
ホールで行われ、先生や保護者に見守られ
る中、６名（男子４名、女子２名）の園児が卒
園しました。
　保護者の方々は、卒園証書をしっかりと
受け取る子どもたちの成長した姿を見て、
思わず涙が溢れていました。

新入園児と保護者卒園した６名の子ども達

池田先生交歓会・贈呈式

記念写真池田先生による講話の様子

　３月７日、五木村出身で東日本五木ふるさと会の会長もお務めである池田十吾先生が来村
され、五木中学校にて交歓会を実施しました。まず初めに「ローマは１日にしてならず」と題
し、パリ五輪やパラリンピック関係のプロスポーツ大賞授賞式に臨席された時の石破総理に
よる表彰式・金メダリストや著名人との写真とエピソード紹介や、ウクライナ情勢など「世界
の中の日本」について講話をいただきました。その後、この日修了式を迎えた３年生８名に対
し、「進学援助給付金」の目録や図書カードと、全校生徒・教職員分のお菓子を贈呈いただきま
した。池田先生の御厚意に心より感謝申し上げます。

  

栄養改善功労者表彰受賞
　3月12日、令和6年度熊本県医事・薬事・
健康づくり功労者及び優良団体等知事表彰
式が行われ、食生活改善推進員の辻󠄀篤子さん

（頭地）が表彰されました。
　辻󠄀さんは、平成22年に五木村食生活改善
推進員協議会に加入。24年に会長に就任し
て以来、食を通じた村の健康づくりや食生活
改善に精力的に活動されており、その功績が
認められ、「栄養改善功労者表彰」を受賞され
ました。
　辻󠄀さんの明るい人
柄に、食改活動では
いつも会員の笑顔が
絶えません。今後も
益々のご活躍を期待
しております。

栄養改善功労者表彰を ▶
受賞した辻篤子さん 　      

  

令和６年度社会教育功労者表彰
　２月28日、多年にわたり社会教育の振興に
大きく貢献された社会教育功労者として、中村
俊也さんが受賞されました。
　中村さんは、10年にわたり三浦分館の分館
長を務めるなど、分館活動の推進のためにご
活動されています。

受賞おめでとうございます！

100回目の献血をされる
髙田さん

くまもと林業大学校閉校式
　３月５日、くまもと林業大学校県南校の閉
校式が役場大会議室で行われました。
　６期生として入校した生徒たちは、200日
の長期過程を経て学んだことを胸に、未来を
担う林業従事者として踏み出していきます。
　なお林業大学校を卒業後は、それぞれ県内
の林業事業体に就くことが決まっています。

第6期生
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春季防火パレード「ズレンガブロック」寄贈
　３月１日、五木村消防団と人吉下球磨消
防組合北分署合同で、春季防火パレードが
行われました。
　全国一斉の春の火災予防運動期間中の取
り組みの１つとして、火災予防の普及啓発
を図るために毎年行われています。
　五木村から火災を出さないよう、十分注
意しましょう。

　３月21日、五木村山村活性化協議会より
「ズレンガブロック」が、いつき保育園に寄
贈されました。
　「ズレンガブロック」は、地元の山で育っ
た木材を使用し、木のぬくもりや香り、ひと
つひとつ異なる木目を手触りで感じること
で、子どもたちの創造力や感性が育まれる
ことが期待されています。
　当日はズレンガブロックを使って家が作
られ、園児たちは興味津々の様子でした。

令和６年度第３回
モデル林モニターツアー

　３月６日、「スマート林業の知識向上」を
目的とした研修が専門の講師を迎えて開催
されました。
　午前はドローンを活用した森林情報のデ
ジタル化の取り組みについて、上小鶴にあ
るモデル林を検証の場として実習が行わ
れ、午後からは渓流ヴィラITSUKIの多目的
ホールを会場として、講義が行われました。
　参加者はドローンを使った森林の計測に
興味をひかれていました。

講義の様子

パレードに参加する五木村消防団員興味津々な子どもたち

〜花で地域の景観向上を〜
大通峠前敷地での花植え活動

　３月23日、県道25号線沿い大通峠近く
にある敷地で、五木村グリーンツーリズム
研究会（溝口小夜子会長）による花植え活動
が行われました。当日は、観賞用の苗や球
根など、会員の皆さんで１つずつ丁寧に植
えられました。
　本活動は令和３年度から取り組んでお
り、地域景観の向上をはじめ、今後は村内関
係者とも連携しながら、本場所を活用しな
がら地域交流活動を行うことなども計画さ
れています。

花植え活動を行う会員の皆さん

全国民生委員児童委員連合会会長表彰賞を受賞

令和６年度「五木村の振興を確認する場」開催

今回受賞された辻篤子さん（左）と土屋富子さん（右）左から、森田局長、木下村長、岡本議長、木村知事

　１月31日、全国民生委員児童委員連合会会長賞表彰（10年以上）の伝達式が保健福祉総合
センターで行われました。
　この日は木下村長から表彰状が手渡され、民生委員児童委員を10年以上務める土屋富子さ
ん（民生委員･頭地地区）および辻󠄀篤子さん

（児童委員･頭地地区）の２名が、長年の功績
を評価され、受賞されました。
　土屋さんと辻󠄀さんは、平成25年12月か
ら村民の相談ごとなどを行政へ繋げるパイ
プ役として現在も活動をされています。こ
の度の受賞おめでとうございます。

　村の振興については、国、県、村が連携し、一体となって推進するため、令和５年５月に三者
で「“ひかり輝く”新たな五木村振興計画」を策定しました。令和６年４月に木下村長が「流水
型ダムを前提とした村づくり」を表明したことを受け、令和６年７月に基本計画の一部改訂を
行ったところです。
　本計画に掲げる取組みをスピード感を持って推進するため、三者は毎年度、実施計画の内容
を協議のうえ、「五木村の振興を確認する場」を開催し、本計画に基づく事業の進捗及び次年度
の実施計画を確認することとしており、三者の協議を経て、令和６年度実施計画の進捗及び令
和７年度実施計画を取りまとめたことから、
３月25日に、森田九州地方整備局長、木村熊
本県知事出席のもと、令和６年度の「確認す
る場」を役場大会議室で開催しました。
　令和７年度の実施計画等の内容について
は、令和７年５月予定の行政座談会で村民の
皆様へご説明いたします。
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村からのお知らせ Itsuki VillageNews

梅
雨
入
り
の
前
に
、今
一
度
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

6
月
1
日
は「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」で
す
。

　

４
月
か
ら
新
規
採
用
職
員

と
し
て
ダ
ム
対
策
課
に
配
属

さ
れ
ま
し
た
出
口
貴
啓
と
申

し
ま
す
。

　
進
学
や
就
職
で
村
の
外
で
過
ご
し
た
経
験
も
踏
ま
え

な
が
ら
、自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
五
木
村
に
貢
献
で
き

る
よ
う
、一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
４
月
か
ら
新
規
採
用
職
員

と
し
て
、五
木
村
役
場
産
業

振
興
課
に
配
属
さ
れ
ま
し

た
、渕
田
匠
磨
と
申
し
ま
す
。

　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
よ
く
遊
び
に
来
て
い
た
五
木

村
で
働
け
る
こ
と
を
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
状
態
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、仕
事
を
早
く
覚
え
、五
木
村
の
た
め
に
精
一
杯

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
４
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
、

災
害
派
遣
と
し
て
建
設
課
に

赴
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
岩

下
と
申
し
ま
す
。

　

五
木
村
に
は
こ
れ
ま
で
公
私
と
も
に
何
度
か
訪

問
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、改
め
て
自
然
豊
か
な

中
で
仕
事
で
き
る
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　

１
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

五
木
村
の
復
旧
復
興
に
尽
力
い
た
し
ま
す
の
で
、ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

４
月
の
人
事
異
動
に
よ
り

産
業
振
興
課
に
赴
任
し
ま
し

た
山
崎
と
申
し
ま
す
。

　
豊
か
な
環
境
の
五
木
村
で
仕
事
が
で
き
る
こ
と
を

大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
五
木
村
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
精
一
杯
頑
張
り
ま
す

の
で
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

4
月
か
ら
新
規
採
用
職
員

と
し
て
、ダ
ム
対
策
課
に
配
属

と
な
り
ま
し
た
八
反
田
と
申

し
ま
す
。

　
昨
年
度
は
地
域
協
力
隊
に
所
属
し
て
お
り
ま
し
た

が
、今
年
度
か
ら
は
五
木
村
役
場
職
員
と
し
て
採
用

さ
れ
ま
し
た
。
村
に
貢
献
す
る
た
め
に
尽
力
し
て
い

き
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
県
庁
か
ら
ま
い
り
ま
し
た
、

山
下
と
申
し
ま
す
。

　
天
草
出
身
で
、人
生
初
の
単

身
赴
任
と
な
り
ま
す
。

　
自
然
豊
か
な
五
木
村
で
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
け

る
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
微
力
な
が
ら
、五
木
村
の
振
興
に
尽
く
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
の
人
事
異
動
に
よ
り

建
設
課
に
参
り
ま
し
た
野
中

と
申
し
ま
す
。

　
自
然
豊
か
な
五
木
村
で
仕
事
が
で
き
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

五
木
村
職
員
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
考
え
、住
民

の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、五
木
村
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
、一
生
懸
命
に
日
頃
の
業
務
を
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

４
月
の
人
事
異
動
に
よ
り

総
務
課
に
参
り
ま
し
た
簑
田

と
申
し
ま
す
。

　
五
木
村
に
は
こ
れ
ま
で
も
仕
事
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

で
訪
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、今
回
五
木
村
職
員
と
し

て
赴
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、大
変
う
れ

し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
精
一
杯
頑
張
り
ま
す

の
で
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
新
任
〉 よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

〈
退
職
〉 

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

〈
異
動
〉 

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

〈
異
動
〉 よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

ダ
ム
対
策
課　
主
事

出で
ぐ
ち口  

貴た
か
ひ
ろ啓

産
業
振
興
課　
主
事

渕ふ
ち
た田  

匠し
ょ
う
ま磨

建
設
課　
主
幹

岩い
わ
し
た下  

竜り
ゅ
う
き輝

産
業
振
興
課　
課
長
補
佐
兼
商
工
観
光
係
長

山や
ま
さ
き崎  

峰み
ね
お男

建
設
課　
課
長
補
佐

岡お
か
べ部

　
幸こ

う
す
け輔

総
務
課　
課
長
補
佐

竹た
け
た田

　
哲て

つ
と人

ダ
ム
対
策
課　
振
興
審
議
員

豊と
よ
な
が永

　
勝か

つ
ひ
こ彦

建
設
課　
課
長
補
佐
兼
土
木
係
長

川か
わ
は
ら原

　
顕け

ん
た
ろ
う

太
郎

保
健
福
祉
課　
保
健
師（
県
）

中な
か
む
ら村

　
初は

つ
ほ穂

保
健
福
祉
課　
課
長
補
佐

森も
り
た田

　
佳け

い
こ子

ダ
ム
対
策
課　
政
策
調
整
監

麦む
ぎ
た田

　
健け

ん
い
ち
ろ
う

一
郎

産
業
振
興
課

審
議
員
兼
商
工
観
光
係
長（
県
）

飯い
い
だ田

　
明あ

き
ひ
ろ博

ダ
ム
対
策
課　
主
事

八は
ち
た
ん
だ

反
田  

京き
ょ
う
へ
い平

ダ
ム
対
策
課　
政
策
調
整
監

山や
ま
し
た下  

利と
し
ひ
こ彦

建
設
課　
課
長
補
佐
兼
土
木
係
長

野の
な
か中  

陽よ
う
へ
い平

総
務
課　
課
長
補
佐

簑み
の
だ田  

奈な

な々

人
事
異
動

　

４
月
の
人
事
異
動
に
よ
り

保
健
福
祉
課
に
参
り
ま
し
た

中
村
と
申
し
ま
す
。

　
豊
か
な
自
然
あ
ふ
れ
る
環
境
の
中
で
、業
務
が
で

き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
一
日
で
も
早
く
仕
事
に
慣
れ
、村
民
の
方
々
の
た

め
に
業
務
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

保
健
福
祉
課　
保
健
師（
県
）

中な
か
む
ら村  

大だ
い
ち地
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Itsuki VillageNews保健だより5・6月号

令和７年度　五木村役場　組織体制

（学校関係）
スクールバス運転手　橋本 芳則
　　　　　　　　　　嶽板　幸太郎
　　　　　　　　　　土屋　国治
　　　　　　　　　　岩本　安弘
給食調理員　　　　　尾方　美代子
　　　　　　　　　　續山　昭子
　　　　　　　　　　田中　紗矢香
学校支援員　　　　　吉川　恵子
　　　　　　　　　　星原　節子
　　　　　　　　　　今田　由里子
英語指導助手　　　　パウエル
　　　　　　　　　　ジョシュアキャロル

課長　　　　　　　　　　竹村　文秀
課長補佐　　　　　　　　簑田　奈々
総務係長　　　　　　　　⼭本　巧 
主査　　　　　　　　　　甲斐　美里
主事　　　　　　　　　　宮本　梨奈
主事　　　　　　　　　　馬場　秀也
主事　　　　　　　　　　森⼭　凌
主事　　　　　　　　　　宮本　颯樹
情報専門職　　　　　　　西川　忠孝
事務　　　　　　　　　　　中村　京子
村長車運転手　　　　　　白石　幸喜
コミュニティバス運転手　木山　克彦

●総務課

課長　　　　　　土肥　整二
政策調整監　　　⼭下　利彦
審議員　　　　　⾈津　周一
ダム対策係長　　川⼝　峰寿
地域振興係長　　寺田　弥生
主事　　　　　　八反田　京平
主事　　　　　　出⼝　貴啓

●ダム対策課

課長　　　　　　　髙田　孝浩
福祉係長　　　　　⼭本　真也
保健衛生係長　　　村⼭　義治
主査　　　　　　　古田　聖子
主事　　　　　　　吉松　法政
主事　　　　　　　森屋　彩花
主事　　　　　　　森下　幸生
保健師　　　　　　森塚　郁美
保健師（県）　　　　中村　大地
審議員（再任用）　　森田　佳子 
介護認定調査員　　永井　ひとみ
管理栄養士　　　　⻄川　法子
事務　　　　　　　溝脇　真璃佳

●保健福祉課

課長　　　　　　　　　　　　　土肥　博司
課長補佐兼商工観光係長　　　　⼭崎　峰男
県派遣駐在　　　　　　　　　　森元　信行
林業振興係長　　　　　　　　　田⼭　直也
農業振興係長　　　　　　　　　数⼭　美保
主事　　　　　　　　　　　　　森下　聖太
主事　　　　　　　　　　　　　木野　貴翔
主事　　　　　　　　　　　　　渕田　匠磨
主事(派遣)　　　　　　　　　　堂本　龍馬
林政アドバイザー　　　　　　　下村　勝敏
森林管理アドバイザー　　　　　尾方　一之
事務　　　　　　　　　　　　　東　恵

●産業振興課

課長　　　　　大岩　留美
(会計管理者兼務)
審議員　　　　北原　仁司
住民税務係長　桑田　江美 
主査　　　　　田⼝　弘彦
主事　　　　　中村　遊平

●住民税務課

課長　　　　　　　　⿊木　光重
課長補佐兼土木係長　野中　陽平
管理兼林道係長　　　⿊木　保博
主幹　　　　　　　　岩下　竜輝
主査　　　　　　　　大村　薫平
主査　　　　　　　　奥村　薫寛
総合土木職　　　　　豊永　信治

●建設課

会計管理者　大岩　留美
(住民税務課長兼務)
出納係長　　上田　はるみ

●会計室

課長　　　　　　　⼭尾　浩二
教育審議員　　　　中村　和長
歴史文化係長　　　福原　博信
主査　　　　　　　豊原　佳奈
主事　　　　　　　竹下　侑希
主事　　　　　　　岡本　堅稔
教育支援員　　　　平野　貴嗣
事務　　　　　　　⾕口　幸恵

（歴史文化交流館）
事務　　　　　　　髙田　律子

●教育委員会

局長　木野　徹也
事務　⼋尋　祐子

●議会事務局

１Fフロア

２Fフロア

※太字：職員
　細字：会計年度任用職員

　五木村では、住み慣れた地域で、いつまでもいきいきと暮らすこ
とができるように、専門職による介護予防教室の開催や住民主体
の通いの場の取り組みを支援し、推進しています。今月の保健だよ
りでは、本村で行われている取り組み内容をご紹介します。

る専 介門 護職 予によ 防教室

介護予防とは
　住み慣れた地域で、いきいきと暮らしていくため、介護が必要な状態になることをできる限り防ぐ

（遅らせる）ことです。また、たとえ、介護が必要になっても、それ以上に介護の度合いを増やさないよ
うにすること、さらには軽減を目指すことを目的に行うものです。
　介護が必要になった要因の多くは、認知症や高齢による衰弱、骨折・転倒が占めていますが、これ
らは生活習慣を改善することで予防することができます。

6
月
1
日
は「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」で
す
。

梅
雨
入
り
の
前
に
、今
一
度
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

ストレッチや筋トレ、リクリエーションを行いながら元気な体作りに取り組みます。
送迎も行っています。
【場所】 保険福祉総合センター / 瀬目集会所 / 宮園交流館 / 平沢津集会所 / 西地区集会所 

平瀬多目的集会室 / 三浦集会室 / 下梶原集会所

★げんぞう会の日程

場所 三  浦 / 下梶原 頭  地 瀬  目 宮  園 平沢津 小  鶴 平  瀬

時間 午前 午前 午後 午前 午後 午前 午後
午前 10:00〜11：30　　　　午後1：45〜３：15

曜日 火 木

５月 13日 （三浦）
27日 （下梶原） 20日 15日･ 29日 22日

６月 10日 （三浦）
24日 （下梶原） 3日･ 17日 12日･ 26日 5日･ 19日

物忘れが気になる方や認知症について知りたい方向けの教室です。パズルやゲーム、
お話をしながら、楽しく認知症を予防します。送迎も行っています。

★脳いきいき教室の日程

場　所 保健センター 宮園交流館

時　間 受付／午前   9：30〜　
開始／午前10：00〜

受付／午後1：00〜　
開始／午後1：30〜

５月 7日・14日・21日・28日　（水）

６月 4日・11日・18日・25日　（水）

令和７年度介護予防事業が始まります

【対象者】 要介護認定を受けていない65歳以上の方　参加費：無料
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01 国保資格異動手続きについて

　令和６年12月2日以降、従来の保険証は新たに発行されなくなり、「マイナ保険証」を基本とす
る仕組みに移行しています。マイナ保険証を利用すると、患者さんご本人の同意に基づき、別の
医療機関･薬局で処方されたお薬の履歴が他の医療機関･薬局で参照でき、お薬の飲み合わせな
どの調整がしやすくなったり、窓口で限度額以上の医療費支払いが不要になったりと様々なメ
リットがあります。
　なお、マイナ保険証を保有しない方には、発行済みの保険証の有効期限が切れる前に「資格確
認書」が申請によらず交付され、医療機関の窓口で資格確認書を定時することにより従来どおり
保険診療を受けることができます。
　※令和６年12月2日以前に発行済みの保険証は、有効期限が切れるまでご利用できます。

　国民健康保険に加入又は離脱される場合は、役場の窓口での手続きが必要です。
　手続きは就職、退職、転出等で保険者が変わってから14日以内に行ってください。
　他の健康保険に加入された日以降は、国民健康資格確認書・被保険証は使えません。

《マイナ保険証と資格確認書について》

《国民健康保険資格異動の手続きについて》

手続きが必要な場合 必要なもの

共通
・全ての手続きに必要ですので、

必ずご持参ください。

・世帯主及び異動者全員の個人番号が分かる書類
・本人確認書類（運転免許証、マイナンバーカード等）
※顔写真がない本人確認書については年金手帳や
　貯金通帳などの２点以上の確認が必要です。
※手続の内容により印鑑が必要な場合があります。

転入してきたとき 転出証明書

他の健康保険を脱退したとき 資格の喪失日又は退職日がわかる書類

生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書

子供が生まれたとき 母子手帳

転出するとき 国保の被保険者証又は資格確認書【返還】

他の健康保険に加入したとき
（被扶養者になったとき）

資格取得日がわかる書類又は加入した保険の資格確認書
国保の被保険者証又は資格確認書【返還】

生活保護を受け始めたとき 保護開始決定通知書

死亡されたとき 国保の被保険者証又は資格確認書【返還】

住所、世帯主、氏名が変わったとき 国保の被保険者証又は資格確認書【返還】

資格確認書等をなくしたとき

※個人番号は届出書の記載に必要です。また、代理の場合は委任状（要押印）が必要となります。
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（２）乳幼児健診のお知らせ
期　日 受付時間（午後） 場所 対象者

５月９日㈮
６月13日㈮ 13：30〜14：00 保健センター 3・6・10ケ月、1歳2ケ月、

1歳6ケ月、3・4・5歳児

※対象者が少ないときは中止する場合があります。
　また、日程は医師の都合で変更になる可能性があります。

　 ビデオを見ながら行う、だれでも簡単にできる筋力づくり体操です。筋力がつくことで転びにくく
なり、骨折や寝たきりになることを防ぎます。
　五木村では、現在４地区で実施されています。

住民主体の取り組み  〜いきいき百歳体操〜

不安やストレスのお悩みについて、ご心配な方や家族、気軽にご相談ください。（相談無料）

人吉保健所　精神保健相談
精神科医による相談

五木村　こころの健康相談
臨床心理士による相談

【５月】  ８日（木）人吉保健所
　　　　 23日（金）多良木町多目的研修センター
【６月】 12日（木）人吉保健所
　　　　 27日（金）人吉保健所
  ※完全予約制です。
     事前に保健所へご連絡ください。

相談内容：物忘れ、人間関係の悩みなど
【５月】　16日（金）13：00 〜16：00
◎相談内容の秘密は固く守られます。
◎ 希望があれば、ご自宅に伺うこともできます。
◎上記日程以外でもいつでもご相談ください。

お問い合わせ先
人吉保健所保健予防課　（☎︎：22－5289）

お問い合わせ先
保健福祉課　（☎︎：37 － 2214 （IP：2214））

こころの健康相談（相談無料）

【日時・場所】
地区名 日時 場所

頭地地区 月曜日　９時〜 伝承館
山口地区 水曜日　13 時〜 山口集会所
小鶴地区 日曜日　９時〜 西地区集会室

白岩戸地区 火曜日　９時〜 白岩戸集会所

新規参加者・グループ募集中！
百歳体操に取り組む参加者やグループを募集しています！近所の方や地区の方々と身近
な場所で集まって、健康づくりに取り組んでみませんか？百歳体操を始める団体を対象
に、テレビや DVD デッキの購入費用を助成します。お気軽にご相談ください！

お問い合わせ先　保健福祉課　☎３７ー２２１４　ＩＰ ： ２２１４
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02後期高齢者医療被保険者の方へ

後期高齢者医療制度の対象となる方

令和７年度の保険料率

○75歳以上の方（75歳の誕生日から自動的に加入）
○�65歳から75歳未満の方で一定の障がいがある方（市(区)町村に申請し、広域連合の
認定を受けた日から加入）

※�一定の障がいがある方とは、身体障害者手帳に記載された障がいの等級が１～３級及び４級の一部、精神障害
者手帳に記載された障がいの等級が１～２級、療育手帳に記載された障がいの等級がA判定の方などです。
※�一定の障がいに該当する方の加入（障がいの認定の申請）は任意です。障がいの認定は、いつでも申請すること
ができ、いつでも撤回することができます。ただし、過去にさかのぼって申請、撤回することはできません。
※生活保護を受けている方及び外国人の方で在留期間が３か月未満である方などは対象になりません。

・��後期高齢者医療制度は公費(5割)、現役世代からの支援金(4割)、被保険者からの保険料(1割)で
運営しています。後期高齢者医療保険料は、加入者の医療費に充てられる大切な財源です。必ず
納期限までに納めましょう。

・��保険料は被保険者一人ひとりが納めます。
・��保険料率は、２年ごとに見直され、熊本県内で均一となります。

同一世帯の被保険者及び世帯主の総所得金額等の合計金額 均等割の軽減額

【基礎控除額※１】以下の世帯 ７割７割
【基礎控除額※１+30.5 万×被保険者数】以下の世帯 ５割５割
【基礎控除額※１+56万×被保険者数】以下の世帯 ２割２割

※合計所得金額が2,400万円超の方は、合計所得金額に応じて基礎控除額が逓減し、2,500万円超で
　基礎控除額が0円となります。

所得が低い方への均等割額軽減
◆保険料の均等割額の軽減（令和7年度から改正されました）

※1　�給与所得者等が2人以上いる世帯については、基礎控除額（43万円）に以下の金額が加算され
ます。（給与所得者等の数－１）×10万円

※2　�「給与・年金所得者の数」とは、給与収入が55万円超または年金収入が125万円超（65歳以上
の場合。65歳未満の場合は年金収入が60万円超）の方の合計人数です。

※3　�均等割の軽減判定についての総所得金額等は、専従者控除や譲渡所得特別控除の適用前にな
ります。また、年金所得については高齢者特別控除15万円を控除した額で判定します。

年間保険料額
（限度額80万円）

均等割額
（被保険者１人あたり）

58,000 円
= +

所得割額
総所得金額等  -43万円

（基礎控除）
×

所得割率
10.98％ 

令和７年度後期高齢者医療保険料の納め方
・��後期高齢者医療に加入の方は「医療給付を受ける権利」と同時に「保険料を納める義務」がありま
す。保険料は、後期高齢者医療制度を支える重要な財源です。納期限までに納付しましょう。

・��後期高齢者医療保険料は、特別徴収（年金からの引き出し）又は普通徴収（口座振替または納付書）
により納めることになります。

◆特別徴収の方
　令和７年４月より年金からの差し引きにより保険料を納めていただきます。特別徴収の対象と
　なる方は自動的に特別徴収になります。（申請は不要です。）
　ただし、年度途中で資格を取得した方や、年金の額によっては、普通徴収（口座振替または納付書
　での納付）になります。

◆普通徴収の方
　令和７年７月より口座振替または納付書により保険料を納めていただきます。
　※暫定賊課を行っている市町村は普通徴収の開始時期が異なることがあります。

・��75歳到達や県外から転入等で新たに後期高齢者医療保険へ加入された方は、差し引き開始の手
続きのため、初めは普通徴収によりお支払いいただき、該当される方は一定期間の後、自動的に年
金差し引き（特別徴収）に切り替わります。

・��口座振替は登録した預貯金口座から自動的に引き落とすため、納付する手間がなく、納付忘れの
心配もありません。是非ご利用ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
口座振替への変更は、五木村役場保健福祉課までご連絡ください。

①緊急時以外の救急外来の受診は控えましょう
　�休日や夜間の時間外受診は重症患者の受け入れに影響するほか、医師や看護師の疲弊にも
つながります、本当に必要な人が必要な時に医療を受けられるよう、緊急時以外は平日の診
療時間内に受診しましょう。

②「かかりつけ医」を持ちましょう
　�体調の変化など、日頃から気軽に相談できる「かかりつけ医」を持つことが大切です。気に
なる症状があれば、まずはかかりつけの医師に相談しましょう。

③重複受診は控えましょう
　�同じ病気で複数の医療機関を受診すると、検査や投薬などを最初からやり直すこととなり、
体への負担と医療費の負担が大きくなります。今受けている治療に不安などがあるときは、
医師に伝えて相談してみましょう。

④薬のもらいすぎに注意しましょう
　�一度に多くの種類の薬を飲むと、薬本来の効果が出ないだけでなく、重い副作用や症状が悪
化することがあります。複数の医療機関に通院中の場合は、「お薬手帳」を１冊にまとめ、受
診時に必ず持参しましょう。

⑤ジェネリック医薬品を活用しましょう
　�ジェネリック医薬品（後発医薬品）は、新薬（先発医薬品）と同等の効能・効果を持ち、価格も
安くすみます。ジェネリック医薬品を希望する場合は、医師や薬局に相談しましょう。

上手な医療のかかり方・正しい薬の使い方で健康に！
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五木村診療所医師異動あいさつ

五木村高齢者補聴器購入費用助成事業について

生ごみ処理機などへの補助を実施しています

中原先生から着任のあいさつ
　皆様お初にお目にかかります、
この度令和7年4月より五木村
診療所の所長を務めさせて頂く
ことになりました、中原大智と申し
ます。平時は人吉医療センター
の総合診療科に勤務しており、毎
週火曜日の診療を担当します。
　これまでは天草地域を中心に
地域医療に従事し、教良木診療
所や御所浦診療所などでも診療
に当たってきました。一般内科に加えて消化器内科を専
門としています。内視鏡の検査や治療なども行えますので
ご希望のある方はいつでも教えて頂ければと思います。
　皆様に愛される診療所作りに努めて参ります。度 ご々
不便をおかけすることもあるかとは存じますが、何卒宜し
くお願い申し上げます。

宮野先生から異動のあいさつ
　2024年度五木
村診療所所長を
務めさせていただ
きました宮野遼太
郎です。
　2025年３月をも
ちまして異動とな
りましたのでご挨
拶申し上げます。
　１年間だけで
は足りないと感じるほど日々の診療や学校
医としての仕事はやりがいのあるものでし
た。これからはプライベートで五木村に遊
びに来たいと思います。１年間大変お世
話になりました。皆様のこれからの益々の
ご健康とご多幸をお祈りいたします。

五木村診療所

所長 中
なかはら

原  大
だ い ち

智
五木村診療所

前所長 宮
み や の

野  遼
りょうたろう

太朗

着任離任

　聴力低下により日常生活を営むのに支障がある在宅の高齢者に対し、補聴器の購入に要した費用を助成
するものです。補聴器の購入を検討されている場合は、是非ご相談ください。

◆補助対象者
　（１）�村内に住所を有し、かつ住民基本台帳に記録されており、在宅である65歳以上の者。
　（２）��身体障害者福祉法（昭和24年法第283号）第15条第4項の規定による聴覚障害の身体障害者手帳の交付

を受けていない者。
　（３）�村による基本チェック（審査）により、補聴器の使用が必要である者。
　（４）�申請時に村税の他、村に納める利用料等の滞納が無い者。

◆対象となる機器等　補聴器（集音器は対象外）

◆補助金の額
　　購入された機器の費用額と５万円とのいずれか低い金額とする。
　　但し、医師による診断で補聴器が２台（両耳用）必要であることが証明されて
　いる場合は、合わせた機器の額と10万円とのいずれか低い金額とする。

保健福祉課　
TEL：37－2214（IP：2214）

お問い合わせ先

◆補助内容
　【電動式生ごみ処理機】　補助額：購入額の 2/3（上限 40,000 円まで）　１世帯当たり１基まで
　【非電動式生ごみ処理容器（コンポスト）】　補助額の 2/3（上限 7,000 円まで）１世帯当たり２基まで

一般家庭から排出される生ごみの減量化及び資源化対策の一つとして生ごみ処理機などへの
補助を実施しています。この機会にご購入を検討していただきますようお願いします。
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国民健康保険医療費の状況について

繁殖期の野鳥保護及び指導取締強化月間について

　春は野鳥の繁殖期です。巣立ちしたヒナが地面に落ちているのを見かけた場合は、近くに姿が見えな
くても親鳥が世話をしていますので拾わないようにしましょう。
　熊本県では、５月10日からの１か月間を指導取締強化月間と定め、違法捕獲等の防止に取り組んでい
ます。野生鳥獣又は鳥類の卵は、鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律により、狩猟に
よる捕獲、有害鳥獣捕獲許可を受けたもの以外は、原則としてその捕獲、殺傷又は採取が禁止されていま
す。県民の皆様のご理解とご協力をお願いします。
　なお、野生鳥獣（メジロ、ホオジロなど）の愛がん飼養目的の捕獲は、鳥獣の乱獲を助長する恐れがある
ことから許可していません。
　詳しくは、役場産業振興課、または熊本県球磨地域振興局森林保全課にお問い合わせください。

〜令和7年1月・2月診療分〜
1月 2月

件数 保険者
（五木村） 前月比 前月増減 件数 保険者

（五木村） 前月比 前月増減

入　　院 3 1,224,890 円 +2.45％ -2,194,720 4 3,332,880 円 +172.10％ 2,107,990
外　　来 186 1,856,512 円 -27.87％ -270,579 186 1,826,991 円 -1.59％ -29,521
調　　剤 85 460,768 円 -22.34％ -54,732 84 504,143 円 +9.41％ 43,375

食事・生活療養費 − 69,140 円 -2.78％ -32,768 − 96,490 円 +39.56％ 27,350
その他療養費 0 0 円 0.00％ 0 0 0 円 0.00％ 0

合　　計 274 3,611,310 円 -18.55％ -2,552,799 274 5,760,504 円 +59.51％ 2,149,194

国保被保険者数 １人あたり保険者負担額（月額） 前月比
1 月 205 人 17,616 円 -25.70％
2 月 195 人 29,541 円 +67.69％

１月の医療費は12月に比べ大きく減少しましたが、２月は再び増加しています。
普段の健康管理に留意していただき、入院、手術にならないように初期治療を心がけましょう。
季節も変わり、大分暖かくなってきました、軽い運動などを行い、健康づくりに努めましょう。

 産業振興課　TEL：37－2247
 熊本県球磨地域振興局森林保全課　TEL：0966－24－4190

お問い合わせ先

Itsuki VillageNews

07 独身証明書の広域交付について
　結婚情報サービス及び結婚相談業者に提出する、いわゆる「独身証明書」について、以前までは本籍が
ある市区町村の窓口でのみ発行しておりましたが、本年３月17日より、本籍以外の市区町村窓口で発行
することが可能となりました。本証明書を広域交付で請求される場合は、顔写真付きの本人確認書（マ
イナンバーカードや運転免許証等）をご持参のうえ、お近くの市区町村窓口までお越しください。また、
広域交付での請求の際は、郵送及び代理人による請求には応じかねますのでご了承ください。その他、
詳しいことは五木村役場住民税務課窓口までご連絡ください。
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八代年金事務所・年金出張相談（�5�·�6月）

国民年金関係手続きについて

戸籍へのフリガナ記載について

　年金相談は予約制となっております。予約なしで来訪されると対応できない場合も
ありますので、必ず予約をしてください。

5 月
場所 人吉市役所 錦町総合福祉センター 多良木町多目的研修センター

日程 12 日 ( 月 )・19 日 ( 月 )
26 日 ( 月 ) 14 日 ( 水 )・28 日（水） 7 日 ( 水 )・21 日 ( 水 )

6 月
場所 人吉市役所 錦町総合福祉センター 多良木町多目的研修センター

日程 2日(月)・9日(月) ･16日(月)
23 日 ( 月 ) ･ 30 日（月） 11 日 ( 水 )・25 日 ( 水 ) 4 日 ( 水 )・18 日 ( 水 )

相談時間 午前９時 30 分〜午後５時
（正午〜午後１時は除く）

午前９時〜午後５時
（正午〜午後１時は除く）

  【予約先】　 八代年金事務所お客様相談室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
☎ ０９６５ー３５ー６１２３（土・日・祝日を除く８：30 から 17：15 まで）　　　　　　
　※お電話の際は自動音声案内「１」選択後「２」を選択してください。　　　　　　　
　※その他不明な点は、五木村役場　住民税務課　☎ ３７ー２２１３ まで。

　広報いつき１月号においても掲載しておりましたが、本年５月２６日より戸籍に氏名のフリガナが記載され
ることとなります。戸籍に記載される予定の氏名の仮のフリガナについては、本籍が存在する市区町村より通
知が届くこととなっており、五木村に本籍をおかれている方は、７月中旬～８月中旬頃の発送を予定しておりま
す。また、仮のフリガナについては、届出をすることで公証することができ、氏のフリガナについては、筆頭者及
び配偶者等、名のフリガナについては、戸籍に記載されている個人が届出することができます。なお、未成年者
について届出をする場合は、親権者が届出者となりますのでご注意ください。その他、詳しいことについては五
木村役場住民税務課までご連絡ください。

◆国民年期保険料免除等の申請について
　�保険料が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡といった不測の事態が発生すると、障害基礎年金や貴族
基礎年金を受けられない場合があります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
所得が少ない、失業、事業の廃止（廃業）などの理由で保険料を納付することが困難な場合には、保険料
の納付が免除･猶予となる「保険料免除制度」や「納付猶予制度（50歳未満）」がありますので、役場住民
税務課窓口でお早めに手続きをお願いします。

◆産前産後期間の国民年金保険料が免除になります
　�出産予定日または出産日が属する月の前月から４か月間の国民年金保険料が免除になり、出産予定日
の６か月前から手続きができます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
該当の方は、役場住民税務課窓口でお早めに手続きをお願いします。

◆会社を退職したときは年金の切替え手続きが必要です
　�20歳以上60歳未満の方が会社を退職され、農業者、自営業者、学生、フリーター、無職等になった場合
には、国民年金第１号被保険者（又は第３号被保険者）への切替え手続きが必要です。　　　　　　　
該当の方は、役場住民税務課窓口でお早めに手続きをお願いします。

◆マイナポータルを利用した国民年金関係の電子申請について
　�国民年金の下記の手続きは、マイナポータルを利用して電子申請ができます。詳細は、日本年期機構
のHPをご覧ください。

　�https://www.nenkin.go.jp/tokusetsu/denshi�kokunen.html

Itsuki VillageNews
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令和２年７月豪雨災害及び台風１４号災害における
道路規制状況

五木村特殊詐欺等被害防止対策機器購入費補助事業
について

Itsuki VillageNews

09
目的　�高齢者に対する特殊詐欺等による被害を未然に防止する取り組みとして、迷惑電話防止機能�（※１）

を有する機器を購入する者に対し、補助金を交付します。

補助対象者　�（１）�五木村に住所を有し、設置使用する住宅に居住している者　　　　　　　　　　　　
（２）�高齢者（※２）で単身世帯の者、高齢者のみで構成される世帯の者、日中、住居に高齢者の
　　�みとなることが常態である世帯の者　　　　　　　　�����

　　　　　　�（３）�申請時に村税の他、村に納める利用料等の滞納が無い者　　　　　　　　　　　　�
（４）�その他、特に村長が必要と認めた者

補助金の額　１.��補助金の額は、電話機器の購入金額の２分の１の額とする。この場合において、当該２分の１
の額に100円未満の端数のあるときは、当該端数を切り捨てるものとする。

　　　　　　２.�前項の場合において、補助金の額は7,000円を限度額とする。

※１…��呼出音は鳴る前に、自動で通話内容を録音する旨のメッセージを流し、通話内容を録音する等
※2…��年度内において満65歳以上の者

 保健福祉課　TEL：37－2214（IP：2214）お問い合わせ先

※詳細については建設課へお尋ねください。また、復旧工事については、国県と協議しながら実施していきます。

※令和 7 年３月末時点
種別 路線名 規制内容 被災状況 場所 う回路

【村道】 ① 白蔵線 全面通行止め 山腹崩壊・路肩決壊 村道起点から３．０ｋｍ先 無

② 川辺川線 全面通行止め 路肩決壊 村道起点から１．０ｋｍ先。他５箇所
溝の口連絡線の接続から終点まで 無

③ 瀬目葛の八重線 全面通行止め 路肩決壊 村道起点から１．８ｋｍ先 無

【林道】

① 菊池・人吉線 全面通行止め 路肩決壊・法面崩壊 高塚山登山口から泉五木トンネル区間 無
② 日当線 全面通行止め 路肩決壊・法面崩壊 起点から３.０km 先〜終点区間 無
③ 鴦山線 全面通行止め 路肩決壊・法面崩壊 全区間 無
④ 相良五木線 全面通行止め 路肩決壊・法面崩壊 全区間 無
⑤ 八重線 全面通行止め 路肩決壊・法面崩壊 全区間 無
⑥ 入鴨線 全面通行止め 路肩決壊・法面崩壊 全区間 無
⑦ 裾川線 全面通行止め 路肩決壊・法面崩壊 全区間 無
⑧ 下入鴨線 全面通行止め 路肩決壊・法面崩壊 全区間 無
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梅
雨
入
り
の
前
に
、今
一
度
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

6
月
1
日
は「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」で
す
。

◆ 立候補予定者説明会 ：  ６月13日（金）午前10時〜　　　　　　　
役場２階大会議室

◆ 事 　 前 　 審 　 査  ：  ６月25日（水）〜26日（木）午前10時〜正午
役場２階中会議室

◆ 立 候 補 届 出 受 付  ：  ７月1日（火）午前8時30分〜午後５時　　
役場２階大会議室

◆ 資格 
　　五木村の選挙人名簿に登録され、選挙権を有する方。性別･職業は問いません。　
　　（ただし、今回の選挙立候補者及び候補者の運動員等を予定している方は除く。）

◆ 期日･時間 　【投票当日】令和７年７月６日（日）　７時〜18時 
　　（※終了時刻は、第１〜第３投票所が18時、第４〜第６投票所が17時、第７〜第9
　　  投票所が16時となります。）

◆ 募集人員　【投票当日】（各２名×９投票所：合計18名）

◆ 業務内容･費用弁償等 
　 　各投票所では、投票事務の執行が公正に行われるよう立ち　

会っていただきます。費用弁償は、１人につき12,400円/日です。

◆ 応募方法･〆切 
　　五木村選挙管理委員会（役場　総務課）へ、ご本人から、電話でお申し込みください。
　　締切日：令和７年５月30日（金）
　　（※応募者多数の場合は、選挙管理委員会で、抽選を行います。）

【不在者投票】
○ 名簿登録地以外の市区町村の選挙管理委員会における不在者投票
　 　出張などで他の市区町村に滞在している場合に、滞在先の選挙管理委員

会で投票ができます。投票用紙の請求や交付の手続きは郵便で行うため、
日数がかかります。早めの手続きをお願いします。

○ 指定病院等における不在者投票
　 　熊本県選挙管理委員会が不在者投票施設として指定した病院、老人ホー

ム等に入院又は入所している方は、施設内で投票ができます。施設長等に申
し出てください。

○ 郵便等による不在者投票
　 　身体障がい者手帳か戦傷病者手帳をお持ちのかたで、障がいの程度が該

当する方、若しくは、介護保険の被保険者証の要介護状態区分が「要介護５」
をお持ちの方は自宅で投票ができます。この制度の適用を受けるには、郵
便投票証明書の交付申請が必要です。【お申し込み･問い合わせ先】　

五木村選挙管理委員会事務局　（役場総務課内）　☎37ー2211

五木村選挙管理委員会では、村民の選挙に対する関心を高めていただくために、投
票当日の立会人を公募します。資格や業務内容の詳細は以下のとおりです。

投 開 票 日 ：７月６日（日）
告 示 日 ：７月１日（火）
期日前投票： ７月２日（水）〜５日（土）　　　　　　

午前８時 30 分〜午後８時　　　　　　
役場１階　小会議室１（総務課横）

令和７年７月６日執行
五木村議会議員一般選挙について

令和７年７月６日執行　五木村議会議員一般選挙
 投票立会人を募集します 

五木村議会選挙のお知らせ
Itsuki VillageNews
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投票所 場所 募集人員 投票区範囲

第１投票所 伝統文化伝承館 ２名 下谷 ･ 頭地 ･ 九折瀬 ･ 高野

第２投票所 宮園憩いの家 ２名 宮園 ･ 平野西谷 ･ 栗鶴 ･ 白水 ･ 八重

第３投票所 西地区集会室 ２名 小鶴 ･ 白岩戸 ･ 中村 ･ 出る羽

第４投票所 南地区集会室 ２名 野々脇 ･ 瀬目 ･ 葛の八重 ･ 大平

第５投票所 三浦地区集会室 ２名 竹の川 ･ 入鴨 ･ 梶原 ･ 小原

第６投票所 下平瀬地区多目的施設 ２名 上平瀬・下平瀬

第７投票所 下梶原地区集会所 ２名 下梶原

第８投票所 山口地区集会所 ２名 山口 ･ 内谷日添 ･ 内谷日当

第９投票所 平沢津体育館 ２名 平沢津 ･ 端海野
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INFORMATION

（
３
月
末
現
在
）

人
の
動
き

戸
籍
の
窓
口

転入 転出 出生 死亡

男 5 20 0 3
女 7 24 0 2
計 12 44 0 5

（増減 -37 ）

人　口 909 人
世帯数 456 世帯

2 月 14 日～　4 月 14 日　届出分

6
月
1
日
は「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」で
す
。

梅
雨
入
り
の
前
に
、今
一
度
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

 

お
知
ら
せ

　
命
を
守
る『
住
宅
用
火
災
警
報
器
』

設
置
し
て
ま
す
か
？

点
検
し
て
ま
す
か
？

■
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
目
的

　

こ
の
運
動
は
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
が
す
べ
て
の
住
宅
に

義
務
化
さ
れ
て
今
年
の
６
月
で
14

年
が
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、
設
置

の
推
進
と
適
切
な
維
持
管
理
を
周

知
し
、
住
宅
火
災
に
よ
る
被
害
の

更
な
る
軽
減
を
目
的
と
し
て
、
九

州
一
斉
に
実
施
す
る
啓
発
活
動
で

す
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
機
に
、

あ
な
た
の
家
の
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

■
啓
発
期
間

　

５
月
25
日
〜
６
月
８
日

▼
問
い
合
わ
せ

人
吉
下
球
磨
消
防
組
合
消
防
本
部

☎
０
９
６
６︲２
２︲５
２
４
１

　

人
吉
・
球
磨
地
域
の
人
材
確
保

･

マ
ッ
チ
ン
グ
の
た
め
、
ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ･

球
磨
ブ
ラ
ン
チ
は
、
事

業
所･
求
職
中
の
方
々
の
支
援
を

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
球
磨
ブ
ラ
ン
チ

☎
０
９
６
６︲２
２︲０
５
５
５

住
所
：
〒
８
６
８︲８
５
０
３

人
吉
市
西
間
下
町
86︲１

球
磨
地
域
振
興
局
３
階

　

４
月
１
日
現
在
で
自
動
車
を
所

有
し
て
い
る
方
へ
、
自
動
車
税
種

別
割
の
納
税
通
知
書
を
５
月
初
め

に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
納
期
限

の
６
月
２
日
（
月
）
ま
で
に
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
や
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
金
融

期
間
、
熊
本
県
の
各
広
域
本
部
、

各
地
域
振
興
局
（
鹿
本
に
つ
い
て

は
山
鹿
市
役
所
）、
自
動
車
税
事

務
所
で
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決

済
で
の
納
付
は
、『
地
方
税
お
支
払

い
サ
イ
ト
』
を
利
用
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
利
用
方
法
な
ど
詳
し

く
は
、
納
税
通
知
書
に
同
封
の
お

知
ら
せ
に
記
載
し
て
い
る
専
用
サ

イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
以
下

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
自
動
車
税
種
別
割
に
つ
い
て
の

　

Ｑ
＆
Ａ

https://w
w

w
.pref.kum

am
oto.

jp/soshiki/17/50805.htm
l

し
て
い
ま
す
。

　

就
労
に
関
す
る
ど
ん
な
こ
と
で

も
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
：
求
職
、
転
職
希
望
の

方
、
採
用
活
動
中
の
事
業
所
、
ど

な
た
で
も
Ｏ
Ｋ
！
年
齢
制
限
な
し
。

（
事
業
所･

求
職
者
本
人･

家
族･

学
校
の
先
生
）

■
開
催
時
間
：
月
曜
日
〜
金
曜
日

（
10
：
00
〜
17
：
00
）

土･

日･

祝
日
は
休
み（
予
約
優
先
）

＊
令
和
７
年
度
の
開
催
時
間
が
右

記
の
通
り
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
変

更
あ
り
ま
せ
ん
。
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

▼
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
県
南
広
域
本
部　

収
税
課

☎
０
９
６
５︲３
３︲２
１
８
４

熊
本
県
自
動
車
税
事
務
所

☎
０
９
６︲３
６
８︲４
０
２
０

　

山
火
事
は
、
例
年
春
先
の
ほ
か

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

空
気
が
乾
燥
し
、
森
林
内
の
落

ち
葉
な
ど
が
燃
え
や
す
い
状
態
に

な
っ
て
お
り
、
強
風
等
に
よ
り
た

き
火
が
燃
え
移
り
、
山
火
事
発
生

の
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

山
火
事
の
原
因
の
多
く
が
、
人

の
ち
ょ
っ
と
し
た
火
の
取
扱
い
の

不
注
意
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
森
林
の
大
切
さ

を
認
識
し
、
防
災
意
識
を
高
め
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

山
火
事
予
防
に
あ
た
っ
て
は
、

次
の
こ
と
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

①�

枯
草
等
の
あ
る
火
災
が
起
こ
り

や
す
い
場
所
で
は
、
た
き
火
を

し
な
い
こ
と
。

②�

強
風
時
及
び
乾
燥
時
に
は
、
た

き
火
、火
入
れ
を
し
な
い
こ
と
。

③�

火
入
れ
を
行
う
際
、
許
可
を
必

ず
受
け
る
と
と
も
に
、
十
分
な

実
施
体
制
を
と
る
こ
と
。

④�

た
ば
こ
は
、
指
定
さ
れ
た
場
所

で
喫
煙
し
、
吸
い
殻
は
必
ず
消

し
て
、
投
げ
捨
て
な
い
こ
と
。

（
参
考
）
出
火
原
因
別
件
数

〈
平
成
30
年
〜
令
和
４
年
の
平
均
〉

資
料
：�

消
防
庁
統
計
資
料
に
基
づ

い
て
作
成

　

５
月
は
進
学
や
就
職
後
の
新

生
活
に
慣
れ
、
新
し
い
環
境
で

の
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
が
必
要
な

時
期
で
す
。
大
学
生
な
ど
に
な

る
と
行
動
範
囲
が
広
が
る
一
方
、

出
会
い
の
中
で
投
資
な
ど
に
勧

誘
さ
れ
る
機
会
も
あ
り
ま
す
。

も
う
け
話
を
う
の
み
に
せ
ず
、

投
資
や
副
業
は
不
要
で
あ
れ
ば

固
く
断
り
、
借
金
し
て
ま
で
の

契
約
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

　

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の

際
は
、
人
吉
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
、
下
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６︲３
8
３︲０
９
９
９

　

本
講
座
は
、
視
覚
障
が
い
者
に

対
す
る
書
籍
等
の
点
訳
、
音
訳
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
必

要
な
知
識
、
技
術
を
修
得
す
る
も

の
で
、
毎
週
木
曜
日
に
点
字
図
書

館
で
開
催
し
ま
す
。具
体
的
に
は
、

視
覚
障
害
者
概
論
、
点
訳･

音
訳

の
基
礎
か
ら
応
用
、
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
た
電
子
デ
ー
タ
作
成
方
法
な

ど
を
学
び
ま
す
。

　

詳
し
く
は
熊
本
県
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
検
索
！

▼
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
点
字
図
書
館（
水
曜
休
館
）

☎
０
９
６︲３
８
３︲６
３
３
３

九
州
一
斉
住
宅
用
火
災
警
報
器
普

及
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し

ま
す
！

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
就
労
相
談
窓
口
・

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ（
無
料
）

開催日 時間 場所
5/14
（水）

１0：００〜
１2：００　

湯前町役場　相談室

5/21
（水）

あさぎり町ポッポー館
2 階和洋室

5/22
（木）

多良木町多目的
センター

5/16
（金）

１３：15 〜
１６：００　

ハローワーク球磨会議室
（面接セミナー）

４月出張相談会日程

自
動
車
税
種
別
割
に
つ
い
て
の
お

知
ら
せ

山
火
事
に
ご
用
心
！

1 たき火 420 件 32.5％
2 火入れ 245 件 18.9％
3 放火（疑いを含む） 99 件 7.6％

4 たばこ 60 件 4.6％

5 マッチ ･ ライター 32 件 2.5％

6 火遊び 14 件 1.1％

7 その他（不明など） 424 件 32.8％

合計 1,294 件

若
者
を
狙
う
も
う
け
話
に
ご
注
意

く
だ
さ
い

２
０
２
５
年「
点
訳･

朗
読（
音
訳
）

奉
仕
員
養
成
講
座
」受
講
生
募
集

令和７年度五木村消防団組織体制 Itsuki VillageNews

15
　４月11日、令和７年度五木村消防団辞令交付式が役場大会議室にて行われました。
今年度は73名体制で活動が行われます。

団長　　　永里　克彦
副団長　　松永　春芳
指導員　　村山　義治
指導員　　土屋　幸治

▼ 本 部 ▼ 退団者（令和７年３月31日付）

本部　　　団員　　桑田　江美
第１分団　班長　　川邉　敏也
第１分団　団員　　北﨑　翔
機能別団員　　　　山尾　祐治

▼ 入団者（令和７年４月１日付）

本部分団　団員　　八反田　京平
本部分団　団員　　出口　貴啓

本部分団　団員　　渕田　匠磨
第２分団　団員　　續山　晃大

▼ 各分団長

本部分団長　　山本　真也
第１分団長　　東　　利一
第２分団長　　新冨　政敏
第３分団長　　田山　憲作

【おくやみ】

２月19日

3月 13日

4月 12日

鶴﨑　益喜鶴﨑　益喜さん（87歳）宮園さん（87歳）宮園

藤本藤本　　新一新一さん（85歳）八重さん（85歳）八重

森下　チヅ子森下　チヅ子さん（103歳）西谷さん（103歳）西谷
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日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
1 2 3

行政相談（JA） 憲法記念日

4 5 6 7 8 9 10
みどりの日 こどもの日 脳いきいき教室

11 12 13 14 15 16 17
・げんぞう会（三浦） 脳いきいき教室 ・球磨郡民体育祭

（グラウンドゴルフ）
・げんぞう会
（宮園、平沢津）

行政相談（南地区） 保小中高合同運動会

18 19 20 21 22 23 24
・球磨郡民体育祭
 （ゲートボール）
・行政座談会（西地区）
・げんぞう会
 （頭地、瀬目）

・行政座談会
（北地区）
・脳いきいき教室

・行政座談会
（南地区）
・げんぞう会
（小鶴、平瀬）

25 26 27 28 29 30 31
五木五木ふれあい
グラウンドゴルフ大会

行政座談会
（三浦地区）

・行政座談会
（頭地地区）
・げんぞう会
（下梶原）

脳いきいき教室 げんぞう会
（宮園、平沢津）

いつきちゃん商品券
利用期限最終日

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
1 2 3 4 5 6 7

特設人権相談
（JAくま会議室）

げんぞう会
（頭地、瀬目）

脳いきいき教室 げんぞう会
（小鶴、平瀬）

行政相談(JA)

8 9 10 11 12 13 14
げんぞう会（三浦） 脳いきいき教室 げんぞう会

（宮園、平沢津）

15 16 17 18 19 20 21
げんぞう会

（頭地、瀬目）
脳いきいき教室 げんぞう会

（小鶴、平瀬）
行政相談
(三浦地区)

22 23 24 25 26 27 28
げんぞう会（下梶原）脳いきいき教室 げんぞう会

（宮園、平沢津）

29 30

5月

6月

の行事予定

の行事予定

広
報
い
つ
き
　

5
月

号
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ア

ド
レ

ス
　

https://w
w

w
.vill.itsuki.lg.jp

E-m
ail　

info@
itsuki.kum

am
oto.jp

発
行

日
／

令
和

7
年

5
月

１
日

発
行

／
五
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村

役
場

編
　

集
／

総
務

課
　

印
刷

／
ソ

ー
ゴ

ー
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
ス

28広報いつき５月号2025.5


